
■「最前線はまかせろ－夏に鍛える１部６校のＤＬたち」⑥

若い力とシステムで－室蘭工業大

ベストイレブンのＲＢを擁しながら、昨季は１勝１分け３敗の４位と不満の
残る結果に終わった室蘭工業大ブラックパンサーズ。大量１５人の新入生を含
む選手２９人で臨む今季は、新戦力の成長が巻き返しの鍵を握る。先発４人の
うち３人が入れ代わったＤＬ陣も期待の重量１年生が抜擢された。ＤＬリー
ダーの竹原爽（３年）は「４年生３人で固めた去年よりパワーが落ちるが、Ｌ
Ｂとシステムで守る」と決意している。

今季の先発ＤＬは１８０センチ、９３キロの竹原、１８０センチ、８１キロ
の森田雪風（２年）、１７４センチ、１０３キロの川浪桜祐（２年）、１７５
センチ、１０５キロの丹羽郁太朗（１年）の４人。竹原以外は初スタメンにな
るが、潜在能力に寄せるチームの期待は大きい。特にインサイドを守る川浪と
丹羽の１００キロコンビは魅力たっぷり。竹原リーダーは「川浪はスタートが
速くスピードもある。丹羽は高校の柔道部出身で上腕も強い。ＤＬの動きを覚
えたら楽しみ」と言う。バックアップは４年生１人と１年生６人。竹原リー
ダーは「体の大きい１年生が多いのでフィジカルは通用する」と期待する。
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春のオープン戦は北海道大に０－５０、熱中症の恐れがあったため前半で終
了した北海学園大戦も７－３５と完敗したが、竹原リーダーは「１年生たちに
経験を積ませられた。ＤＬは力負けしたが、貴重な実戦経験になった」と前向
きだ。８月１３日から始まった夏の強化練習は、攻守兼任も多いチーム事情の
ために体力づくりが最大のテーマになる。そして、ＤＬとＬＢの７人のシステ
ム確認も時間をかける。「状況に応じたそれぞれの動きを体で覚える。アメフ
ト知識も深めたい」と、来年、再来年も見据えた強化に励むつもりだ。

秋季リーグの初戦は北海道大戦。竹原は「ＤＬリーダーとしてみんなを引っ
張っていくプレーをしたい」と力を込める。森田も「長い手を生かしてＯＬを
コントロールしてタックルに行く。ＤＬがランプレーの穴をふさぎ、ＬＢが
キャリアーを仕留める守りを」と意気込んだ。（塚田博）

【写真】
「若いＤＬ陣の成長で巻き返しを」と誓う竹原（左）と森田


